
テーマ 

「ベンチャーキャピタリストから見たアフターコロナと

地域ベンチャー投資の在り方 

副題：投資家から若い皆さんに伝えたいこと」 

： 新潟ベンチャーキャピタル株式会社 
代表取締役社長 永瀬 俊彦 氏 

： 令和 2 年 11 月 19 日(木) 
16:00～17:30 

： 知識科学系研究棟Ⅲ棟５階 
コラボレーションルーム（２） 

 

 

 

講演者略歴： 
 1967年 7月 18日生 埼玉県出身 青山学院大学法学部 卒業 
  1992年 4月 住友銀行入行、営業店にて法人・個人の営業を経て、2001年 ITベンチャー 

企業に 2年間出向する。（人事研修派遣）新規事業立ち上げに従事し、企画・ 
マーケティング・営業・管理を経験。 

 2003年 10月 学校法人新潟総合学院に入校、東京本部 統括本部長に就任 
 2007年 4月 事業創造キャピタル㈱を設立し、専務取締役に就任 
 2009年 6月 同社、代表取締役に就任（現在は会長） 
 2014年 9月 新潟ベンチャーキャピタル㈱代表取締役社長に就任（現職） 
        一般社団法人東京ニュービジネス協議会 理事（現任） 
        いわぎん事業創造キャピタル㈱ 取締役 

講演要旨： 

 コロナの影響を受けた日本経済と地域経済の今後の見通しについて統計他資料
を基に予測をお伝えします。 
また、地域経済活性化をベンチャー投資という目線でどう実現するのか。新潟

県の現状とこれから、新潟ベンチャーキャピタル㈱がこれまで行ってきた投資実
績や起業家育成の施策の紹介をします。 
そして、地域ベンチャーキャピタルでの活動を通じて、若い皆さんに伝えたい

こと、期待したいことを話したいと思います。 

知識科学系セミナー

        

お問合せ先：知識科学系 准教授 カン リエ（Email: rie@jaist.ac.jp） 


